
令和５年度シラバス                  学番 24 新潟県立新発田南高等学校 

教科 理科 科目 化学基礎 単位数 ２単位 

学科 普通科 
履修

学年 
1 学年 コース  

必修 

・選択 
必修 

教科書  高等学校 化学基礎（数研出版） 

副教材等  新課程 リード Light ノート化学基礎（数研出版） 

 

学 習 目 標 

日常生活や社会との関連を図りながら物質とその変化に対する知識や観察、

実験などを行い、科学的に探究する技能を身につけるようにする。また、思

考力、判断力、表現力を育成するに当たって、実験・実習のデータ整理や報

告書作成、発表などから探究する力を身につけるようにする。そして、物質

に対して主体的に関わり、課題設定や解決を探究する態度を養う。 

指導の重点 

化学の役割や物質の扱い方を理解させるとともに，物質に対する関心を高め

る。自然の事物・現象の中に問題を見いだし、探究する課程を通して、事象を

科学的に考察し、導き出した考えを的確に表現できる力を身につけさせる。ま

た，物質の構成粒子を観察，実験などを通して探究し，基本的な概念を理解さ

せ，物質について微視的な見方ができるようにする。 

学 

 

習 

 

計 

 

画 

学期 
（時数） 

学習項目 学習内容(学習活動) 評価方法 

１学期 

（20） 

 

序章 化学の特徴 

 

第１編 物質の構成と化学 

結合 

 

第１章 物質の構成 

 混合物と純物質 

物質とその成分 

 物質の三態と熱運動 

 

第２章 物質の構成粒子 

 原子とその構造 

 イオン 

元素の周期表 

 

第３章 粒子の結合 

 イオン結合とイオンから 

なる物質 

 分子と共有結合 

 共有結合の結晶 

 金属結合と金属  

・物質は混合物と純物質，化合物

と単体などに分類されることを

学習する。 

・物質の三態変化が熱運動の激し

さが変わることによっておこる

ことを理解する。 

・元素について学習し，同素体の

存在を理解する。 

・原子の構造について理解する。 

・元素の周期律を理解し，周期表

の成り立ちについて学習する。 

（中間考査） 

 

・イオンの生成について学習し，

イオン結合，イオン結晶について

理解する。 

・分子の形成について学習し，分

子からできる物質とその利用に

ついて理解する。 

・金属結晶について学習し，その

利用について理解する。 

・化学結合の種類によって，物質

を分類できることを理解する。 

（期末考査） 

定期考査や小

テストの成績、授

業中の態度・発

表、レポート等各

種提出物、振り返

りシートなどか

ら総合的に判断

し、評価する。 

 



２学期 

（24） 

第２編 物質の変化 

 

第１章 物質量と化学反

応式 

 原子量・分子量・式量 

 物質量 

 溶液の濃度 

 化学反応と物質量 

 

第２章 酸と塩基の反応 

 酸・塩基 

 水の電離と水溶液の pH 

 中和反応と塩 

 中和滴定 

 

・元素の原子量を理解し，分子量，

式量の求め方を学習する。 

・物質量とその応用を理解する。 

・物質の溶解と濃度について学習

する。 

・状態変化に伴う熱運動のエネル

ギーの変化と，気体の圧力につ

いて学習する。 

・状態変化と化学変化の違いを理

解し，化学反応式のつくり方と

その応用を学習する。また，化

学の基本法則を学ぶ。 

（中間考査） 

 

・酸と塩基の定義を理解する。 

・酸・塩基の強さと水素イオン濃

度との関係を理解する。 

・中和を理解し，塩の種類を学習

する。 

・中和滴定の操作を習得し，量的

関係を理解する。 

（期末考査） 

定期考査や小

テストの成績、授

業中の態度・発

表、レポート等各

種提出物、振り返

りシートなどか

ら総合的に判断

し、評価する。 
 

３学期 

（20） 

 

第３章 酸化還元反応 

 酸化と還元 

酸化剤と還元剤 

金属の酸化還元反応 

酸化還元反応の応用 

－電池・金属の精錬－ 

・酸化・還元の定義を理解する。 

・酸化剤，還元剤について学習し，

それらの反応を理解する。 

・金属のイオン化傾向にもとづい

て，金属の反応性を学ぶ。 

・酸化還元反応の利用例として，

電池や電気分解の原理を学習す

る。 

（学年末考査） 

定期考査や小

テストの成績、授

業中の態度・発

表、レポート等各

種提出物、振り返

りシートなどか

ら総合的に判断

し、評価する。 

 

計６４時間（５５分授業） 

評価規準と

評価方法 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に取り組

む態度 
物質とその変化について，基本

的な概念や原理・法則を理解

し，知識を身に付けることがで

きる。また、科学的に探究する

ために必要な観察や実験など

に関する基本操作や記録など

の技能を身につけるようにし

ている。 

物質とその変化の中に問題

を見いだし，探究する過程を

通して，事象を科学的に考察

し，導き出した考えを適確に

表現するなど、科学的に探究

している。 

日常生活や社会との関連を

図りながら物質とその変化

について関心をもち，科学的

な見方や考え方を用いて主

体的に探究しようとしてい

る。 

[評価方法] 

【知識・技能】定期考査･小テストの成績･実験レポート等 

【思考・判断・表現】定期考査･実験レポート･授業中の発言･グループワーク等 

【主体的に取り組む態度】実験の準備･片付け･道具の管理･授業プリント等 

 

上記の内容から総合的に判断し、3つの観点別に達成率が 80％以上をＡ、79～50％

をＢ、50％未満をＣと評価する。5 段階評定は観点別の達成率に比重を乗じたも

のを合計し、以下のように換算する。５（80％以上）、４（79～60）・３（59～50）・

２（49～40）・１（39 以下） 



学習の 

ポイント 
 

① 中学校理科との関連を考慮しながら，化学の基本的な概念の形成を図るとともに，

探究活動を通して化学的に探究する方法を習得し，科学的な思考力，判断力及び

表現力を育成する。 

② 物質の構成粒子については，物質の分離・精製の方法や物質の確認の反応などの

基本操作を扱う。原子は電子と原子核から成り立っていることを扱い，電子配置

は周期表の第３周期までの元素及びアルカリ金属，ハロゲン，希ガス元素を対象

とする。また，イオンや分子の形成についても扱う。 

③ 化学反応については，化学反応式を用いて化学反応における物質の変化とその量

的関係について理解させる。化学反応式の係数の比が化学反応における物質量の

比を表すことを扱う。また，反応に関与する物質の質量や体積の間に成り立つ関

係を物質量と関連付けて扱い，物質の変化量を化学反応式から 求めることがで

きるようにする。 

④  酸・塩基，中和については，酸，塩基の強弱と電離度の大小との関係も扱う。

「酸と塩基」については，水素イオン濃度とpH との関係にも触れる。「中和反  

応」については，生成する塩の性質にも触れる。 

⑤ 酸化還元については，電子の授受による反応を中心に扱う。また，代表的な酸化

剤，還元剤についても扱う。 

 


